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　農林水産省は2015年の市町村別の農業産出額（推計）をまとめた。記録的な豊作に恵まれた年で、管内全体では

耕種と畜産を合わせて前年比7.3％増の2906億1000万円。管内トップは前年に続き幕別町で、同6.5％増の298億

1000万円だった。
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農業産出額　幕別が首位　耕畜好調で298億円　2015年の十勝� 2017年４月25日

　農業産出額は「農業のＧＤＰ」と言われる指標。１年間の農産物の生産量に、農家が出荷

する時点の価格（庭先価格）を掛けて出す。市町村別の数値は、同省が昨年公表した都道府

県別の農業産出額などから推計して算出した。

　管内の産出額（1000万円未満を四捨五入）は、耕種が1183億円（前年比5.4％増）、畜産が

1722億9000万円（同8.6％増）。小麦の大豊作など多くの農作物の作柄が前年を上回り、肉用

牛の取引価格も高値で推移した。

　幕別町は耕種、畜産ともに管内で上位の額で、合計でトップ。全道でも根室管内別海町

（全国５位）の571億円に次いで２番目だった。前年と同じく帯広市が284億7000万円（同4.5

％増）、士幌町が279億6000万円（同5.9％増）で続いた。
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小麦やイモ１位譲る　大豆は収量伸びる　2016年産道内収穫量ランキング

　16年は６月以降の天候不順、８月の台風と長雨で、管内の

多くの農作物が不作となった。小麦やジャガイモでは全道ト

ップの座を他地区の市町村に譲り、圏域別でも小麦やビート

でオホーツク勢を下回った。その中で、大豆は作付面積の拡

大で管内の収量が伸びた。

　北海道農林統計協会（札幌）は、道内の主要農作物の2016年産（ジャガイモは15年産）統計をまとめた「なんば

んＢＯＯＫ　vol.22」を作成した。農林水産省の統計調査結果を基に、道内179市町村の収穫量、耕地面積をラン

ク付けした。




